
様式２ 

 

 校内別室を利用しはじめた当初は、週
2 日ほどの登校であったが、自分で定め
た時間に毎日登校できるようになった。
所属する学級の生徒とも休み時間等にコ
ミュニケーションをとれるようになり、
修学旅行にも参加し、 
その後学級で学ぶこと 
もできている。 
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校内別室の運営について 

当該生徒は、中学校生活が自分の人生において、どのような位置付けになるのかが
不明ということで、登校する価値がないとの考えから、不登校になった。そのため、
保護者等と無理に登校刺激を加えるのではなく、当該生徒の意思を尊重する支援の姿
勢が重要である。 

 

不登校児童・生徒の状況 

 校内別室において、居場所づくりだけにとどまら
ずに学力向上やアサーショントレーニング等のコミ
ュニケーション力向上を目標した結果、教室での学
びを選ぶようにもなった。不登校加配教員を中心に
見守る体制を組んでいる。 

成果 
 校内別室を運営するにあ
たり、専門的知識をもった
人員を常時確保することが
最大の課題となる。 

課題 

 校内別室を利用させ、コミュニケーシ
ョン能力の向上と個別による学習支援
を行う。常駐スタッフと大学生ボランテ
ィアが担当となり、一日の過ごし方を自
らが作成するプログラムで対応する。個
別の学習支援のみならず、校内別室を利
用する他の生徒とともに球技等のレク
リエーションや調理実習を行う。 

 常駐スタッフや大学生ボランティア
によるアサーショントレーニングの実
践やスクールカウンセラーによる定期
的なカウンセリングを実践することに
より、徐々に心を開き、他の生徒とのか
かわりを求めてくるようになる。一人で
学習をする時間と他の生徒と一緒に過
ごす時間をバランスよく設定した。 
 

 管理職、特別支援教育コーディネータ
ー、不登校対応加配教員、養護教諭、学年
主任、担任教諭で構成される校内委員会
において、生徒の状況、成育歴、家庭環境
等のアセスメントを図り、チーム支援に
対応することを確認する。チーム支援の
ための情報収集と分析、共有を行い、支援
の中心に校内別室での対応を考える。 

具体的な取組 
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体育祭、合唱祭等の学校行事を中心に
保護者同伴のもとでの参観を促して通常
の学級への登校刺激となるように配慮し
ている。 

担任が当該生徒の登校する時間に合わ
せて直接コミュニケーションをとること
ができるように、不登校対応加配教員が
担任の通常業務との調整を行っている。 

不登校児童・生徒支援事例報告書 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

不登校加配教員と校内別室の運用について 

当該生徒は、小学校から不登校の状況が継続していたが、本校入学後に校内別室登
校ができるようになり、徐々に登校習慣が身に付き、ほぼ毎日、登校できるようにな
った。教室以外にも、別室で過ごすことのできる選択肢があることで、登校できるよ
うになる生徒がいる状況を学校全体で共有している。 

不登校児童・生徒の状況 

小学校低学年より不登校の状況が継続していた
が、本校入学後に校内別室登校ができるようになっ
た生徒がいる。学校における組織的対応によって、引
きこもり状況から、登校できるようになった生徒も
いる。 

成果 
 校内別室ボランティアの
人員確保など、人的な支援
が、効果的にできるように
調整する必要がある。 

課題 

校内別室を利用する生徒についての情
報は不登校対応加配教員、担任、各学年
教育相談担当、スクールカウンセラー、
生活指導担当、養護教諭、管理職、ボラ
ンティア等を含む教育相談部会を毎週水
曜日に開催し、共通理解を図り、個々に
応じて最適な対応ができるように調整し
ている。 

特別な配慮を要する生徒もいるため、
不登校対応加配教員は特別支援教室専
門員、特別支援教室巡回教員とも連携し
て支援を行っている。 

また、保護者とも情報交換を密に行
い、生徒の状況把握と適切な登校支援の
具体策について随時相談する体制を設
けて対応している。 

校内別室には不登校対応加配教員や
ボランティアの大人が見守りの位置付
けで常駐し、不登校傾向の生徒が登校し
た際の支援を行うな 
ど、過ごしやすい環 
境を作っている。 
 

（写真は校内別室の様子） 

具体的な取組 
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校内別室での運営の工夫 
○誰が登校し、誰が対応しているかを把

握できるパネルを職員室に設置。 
○パーテーションで区切った個別に学

習できるスペースの設置と、みんなで
団らんができる共有スペースを確保。 
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一人ひとりに寄り添ったあたたかい指導の実践について 

昨年度と比べると不登校生徒の総数は１名減となっているものの、不登校生徒数
には計上していないが、現段階で１年１名、２年１名の生徒の欠席が多くなってい
る。一方で、今年度、開室した校内別室には３名が登校できるようになった。以上の
状況から、登校機会が増えている生徒がいる反面、改善が見られない生徒もいる状況
である。また、不登校生徒数は、潜在的には実数以上いると考えられる。 

 

不登校児童・生徒の状
況 

○校内別室を開室した結果、１学期は学
校に登校できていない生徒３名が、校
内別室に登校できるようになった。 

○エンカウンターを通じて、①コミュニ
ケーション力 ②自己理解 ③他者理
解 に向上が見られた。 

成果 

○校内別室を運営するにあたって、「教職員の負担を増やさない」「教室にいる生徒
をおろそかにしない」ためにも人材の確保が必要である。  

○不登校には様々な要因があり、課題に対して、様々な教材を準備する必要がある。 

課題 

各学年のエンカウンターの取組 
１年︓自己開示によって自己理解を深め

る取組。 
２年︓口頭での説明を通して他者理解を

図る取組。 
３年︓話し合いを通して合意形成を学ぶ

取組。 

校内別室 
○登校することへのハードルを下げる。 
○教室に行くことを無理強いしない。 
○自分のペースで学習できる場とする。 
○教職員や地域ボランティアと一緒に

給食をとることで、家族以外の大人と
気軽にコミュニケーションがとれる
ようにする。 

○教室とのつながりを築くステップと
して校内別室を開室。 

○生徒間のより良い人間関係を築くた
めに、道徳科や学活の時間を利用して
エンカウンターを取り入れている。 

具体的な取組 
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令和５年度不登校生徒支援事例について 

20 名以上の生徒が不登校生徒である。不登校の要因は、人間関係の悩みや集団生
活への不安等の精神的なものや、起立性調節障害、腹痛等による身体的なもの、ヤン
グケアラー等の家庭環境によるもの等多種多様である。また、小学校から不登校や不
登校傾向にあった生徒が、不登校生徒のほぼ半数以上である。 

 

不登校児童・生徒の状況 

チーム支援を継続した結果、校内別室の利用が増
え、遅刻、早退をしながらも定期的に登校できるよう
になった。学習面では、授業配信や質問カードの活用
等で学習意欲の向上と基礎学力の定着を図ることが
できた。 

成果 
生徒一人ひとりの不登校

要因や家庭の支援体制が多
様なため、情報共有や方向
性の確認、継続的な支援を
行うことが重要である。 

課題 

校内体制の強化 
不登校生徒の支援シートを基に生徒の

状況や変化を共有し、生徒との関わりにお
いて、不登校対策委員会担当教員や学年担
当教諭、養護教諭等が共通した対応ができ
るように調整した。 

また、不登校対策委員会には教育委員会
の不登校担当者にも参加を依頼し、情報の
共有や意見交換を行った。 

個別の不登校生徒への支援 
チーム支援を継続させながら、学習

面では自習学習だけではなく、タブレ
ット端末を利用し、オンラインで授業
に参加できる方法をとった。 また、学
習を継続させる上で質問があれば教科
担当に直接質問できる「質問カード」
を活用し学力の向上や意欲を高める手
だてとした。 

不登校対応加配教員連絡協議会及び都不
登校対策担当主催研究大会への参加 

定期的に開催される連絡協議会に参加
し他校の取組を参考に、支援体制を整え
た。 

組織力の向上 
３週間に１回、管理職、学年主任、担

任、スクールカウンセラーによる不登
校対策委員会を開催している。委員会
では生徒観察の様子等の情報を分析、
共有し、チーム支援の必要性と方向性
を確認した。学校や外部機関との連携
を図り、必要な支援を多方面から継続
的に行った。 

具体的な取組 
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【家庭との協働】 
・定期的な連絡を絶やさず、状況把握や本人

とのコミュニケーションを図る。 
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登校支援体制について 

当該生徒は、様々な理由から登校ができていない。そこで、校内別室の活用、スク
ールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーとの連携、区内の教育支援センター
への通所など、それぞれの要因に応じて丁寧に支援を行っている。 

不登校児童・生徒の状況 

・校内別室があることで登校することができ、教職
員との関係が継続できている生徒がいる。また、
学校に教室以外にも過ごせる場所があることは、
該当の生徒達の安心感に繋がっている。 

 

成果 
・不登校の未然予防に関す

る手だての確認 
・教室復帰の手だて等、教員

のスキルアップ 

課題 

【関係機関との連携】 
・週に 1 回の校内委員会をスクールカウンセ

ラー、養護教諭、特別支援教育コーディネ
ーターで情報共有を行った。 

・スクールソーシャルワーカー、子ども家庭
支援センター職員、区の教育支援センター
職員とは、担任を中心に情報共有を行った。 

【情報共有】 
・不登校調査の結果をまとめた「支

援状況把握表」を作成した。学年
や担任だけでなく学校全体で共
有を図ることを目的として、学期
ごとにデータを更新している。 

【校内別室づくり】 
・令和 3 年 6 月に校内別室を学校外の施設で開室した。そ 

の後、敷地内ではあるが、校舎とは別棟に移動した。現在 
は校舎内に部屋を設けている。 

・学校支援本部のスタッフの協力を得て、週に 4 日開室し 
ている。校内別室では学習や読書をする等自分のペース 
に合わせて活動ができるようになっている。 

・ 

具体的な取組 


